	開催セミナー

	第６６回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2015年1月18日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市総合生涯学習センター　第5研修室

大阪市北区梅田1-2-2大阪駅前第2ビル5階

	講　演　者

	　管理栄養士　窪田あいさん（ミニセミナー）、農業経営士　衣笠愛之(きぬがさよしゆき)氏（特別講演）

	タイトル
	機能性食品について(窪田さん)、大規模な無農薬水稲栽培と6次産業化の取組み(衣笠氏)

	内容
	窪田あいさん
大阪芸術大学卒業後、(株)リクルートにて広告制作ディレクター として勤務。父親が糖尿病､肝硬変に罹患したことをきっかけに､35歳で栄養士に転身することを決意。病院や学校などではなく､一般の方にもっと医学や栄養学をわかりやすく伝えたいと、健康栄養支援センターに所属しながら｢はらごしらえワークス｣にてフリーランスとして活動中｡機能性食品について､その分類や機能の持つ本質について､具体食品を例にわかり易く解説いただきました。
また、食品機能の持つ分類（1次：栄養摂取､生命維持、2次：感覚機能､嗜好性、3次：生体機能）5大栄養素＋2非栄養素の具体的な説明等、日常食生活に関する知識を多く学びました。質疑応答では、機能性食品の効果に対する具体的かつ現実的な質問等が活発に出されました。
衣笠愛之(きぬがさよしゆき)氏　　サブタイトル：これからの日本農業の進むべき道
兵庫県姫路市夢前町。(有)夢前夢工房代表、(株)兵庫大地の会代表取締役。内閣府地域活性化伝道師。21年前、兵庫の若手専業農家が集まり立ち上げた兵庫大地の会は、1080㏊に達する日本有数の大規模農業法人です。その代表の衣笠氏は､父親の農業を手伝っている時に農薬中毒で倒れ、無農薬栽培に挑戦するようになりました。平成6年に会社員を辞め専業農家になり規模拡大を行い、米・野菜の栽培から、そば（乾麺）、調味料、各種粉など6次産業化にて商品開発も多数行っておられます。地域ぐるみで次世代に日本の農業と食文化を伝え、農水省の優良経営体に表彰され、各地での講演や企業との共同開発などで多忙を極めておられます。
まずは上記経歴について、臨死体験も加え､迫力感のある内容を語っていただきました｡
次に、地域盛り上げに対し様々な方面全体を巻き込んだ活動の具体紹介や地域農業が抱える課題､11項目に対し、その解決策を具体的かつ見える姿で解説いただきました。
また、兵庫大地の会の取組みや運営実態、そして各種団体への波及効果等、力強く述べられました。
さらに今後の取組みとして、みんなの考え､協力による人農地プランニング(地域将来の具体化)や農地集積化､再整備等を地域との連携をもとに提案いただきました。
最後に夢について、「夢は叶えるもの、そして伝えるのもつながれば形にできる」、「自らに夢を！農業に夢を！地域に夢を！」と強く述べ、締めくくられました。
質疑応答では、農業法人の経営営業状況などへの質問などで盛り上がりました。
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